
【今後の展望】
・高収量品種の改良
・エゴマ専用収穫機の開発
・機械収穫に適した栽培体系の確立

・エゴマ搾油後残さで肥育した「えごま
鴨」の生産拡大、加工品開発

・エゴマは標高が高く、肥沃な高地
で、長い日照時間と小雨量を好む。

・短日性が強く、播種の時期を変えて
も同一時期の収穫傾向である。

・健康志向の中で地域特産品として、
様々な加工品が開発・販売されてい
る。

・販売先は町内及び隣市の産直市な
どの他、インターネット販売も行って
いる。

【工芸作物】エゴマ栽培の取組（（株）オーサン ） 【島根県川本町】

エゴマに着目したポイント

α-リノレン酸は必須脂肪
酸のひとつで、体内でドコ
サヘキサエン酸（DHA）に
変換され、心血管疾患リ
スク軽減やアレルギー抑
制効果が知られている。

・川本町の81.6％は山林が占め、耕地は高原地帯と江の
川に沿う平坦地、峡谷に沿う小団地。
・山陰特有の低温多湿型の気候で、年間平均気温14℃、
年間降水量1,960mm。
・需要の高まりに伴い生産拡大し、様々な加工品を開発・
販売。

取組産地の概要

【地域の連携状況】

・平成22年に、栽培、加工、
販売及び研究の関係者で
「島根エゴマ振興会」を設
立し、大学、試験場の試験
内容などの情報を共有。ま
た、共同でPR活動を実施。
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・川本町では16年から栽培開始。
・（株）オーサンは、休耕田・遊休農地
を活用して17年から栽培。
・自社栽培4.3ha、契約農家17ha（120
戸）
・27年にテレビで需要が喚起され、栽
培面積が増加。
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【実績】
H17 休耕田を借りエゴマ栽培に着手（30ａ）
H18 70ａの休耕田でエゴマ栽培
H19 農産部を組織化 （1.7ha）
H20 加工場新設 （4.7㏊）
H21 エコファーマー取得

有機JAS取得(有機農産物） （8㏊）
H24 有機JAS取得（有機加工食品）エゴマ

エゴマ加工品


